














　1894 年（明治 27 年）和歌山県で生まれ、1918 年（大正７年）大阪市北区（現在は福島区）で、
夫人と弟の３人で松下電気器具製作所を創立し、1935 年（昭和 10 年）松下電器産業（株）を設
立しました。
　終戦後、GHQ から財閥に指定され、それを契機に 1946 年（昭和 21 年）PHP 研究所を創設、
一代で町工場から世界のパナソニックに発展させた伝説の人でもあります。






























　当時の東方電機は、赤字が数億円、社員平均年齢 43 歳、月商 800 万円、その月の人件費が 1
千万円を超えている会社で、その上、３か月も給料が未払いという状況でした。














































































































































　昭和 54 年 G3 の国際規格が決まり、松下だけが 100％約束を履行することが出来ました。
　後の話となりますが、４半世紀を過ぎた 2015 年、日本政府に IEEE（米国電気電子学会）か
ら世界の電気・電子技術・情報・通信分野における歴史的偉業に対して認定する賞として、G3
ファクシミリが認定され、この栄誉は、世界の技術史に永久保存されことになりました。






　松下電送は、20 年間で世界 93 ヶ国に輸出して、売上は再建当時の 344 倍に伸びました。私の
創立者池田大作先生と松下幸之助創業者（木野　親之）  
社長就任以来、20 年間、右肩 45 度で急成長致しました。
　日本一の優良会社として、世界的に有名なイギリスのロングマン社出版の「日本の奇跡」とい
う本の中で第一に大きく紹介されるまでに成長いたしました。














































































































[1] 木野親之、「松下幸之助氏の王道の経営としての人間主義経営」、創価経営論集、第 41 巻、第 1 号、
2016 年 12 月。
